
読書は「コンテンツ」選びが大事。
でも、私たちはこう思います。
「場所選び」も大事。

場所を選ぶ読書の
楽しみ方

VR読書

高原で『風立ちぬ』

宇宙空間でSF

星空のもと
『銀河鉄道の夜』



➤場所を変えて読書って本当に意味あるの？
読書の印象評価
場所の統制にVR環境を利用

同じ物語でも環境によって印象が異なる（小林, 2025）
・主人公の気持ちがポジティブな物語は、昼間の環境で、より
「明るく」「楽しく」「わくわくする」
・ネガティブな物語は、夜中の環境で、より
「寂しく」「悲しい」「かわいそうで」

キャラクターのイメージまで異なる

➤どうしてVRで読書するの？
VRでは、
・瞬時に場所を変えられる（e.g ロンドンの街並み）
・時間を超えられる（e.g 江⼾時代の城下町）
・天候を変えられる（e.g 雨の日のカフェ）

好みの場所を選んで読書
物語に応じて最適な空間で読書

➤VRで本は読みにくいんじゃない？
本のようなコントローラで電子書籍を操作
紙の本を読むような感覚でVR空間で読書


